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（
下
水
道
法
の
一
部
改
正
）

第
百
七
条

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
「
構
造
は
、」の
下
に
「
公
衆
衛
生
上
重
大
な
危
害
が
生
じ
、
又
は
公
共
用
水
域
の
水
質
に
重
大
な
影
響

が
及
ぶ
こ
と
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
公
共
下
水
道
の
構
造
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
し
て
公
共
下
水
道
管

理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
と
こ
ろ
」
の
下
に
「
を
参
酌
し
て
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
政
令
」
の
下
に
「
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
し
て
都
市
下
水
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共

団
体
の
条
例
」
を
加
え
る
。

（
住
宅
地
区
改
良
法
の
一
部
改
正
）

第
百
八
条

住
宅
地
区
改
良
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
六
条
の
四
」
を
「
第
三
十
六
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
行
な
い
」
を
「
行
い
」
に
、「
堆た

い

積
を
行
な
お
う
」
を
「
堆
積
を
行
お
う
」
に
改
め
、「
都
道
府

県
知
事
」
の
下
に「（
市
が
施
行
す
る
住
宅
地
区
改
良
事
業
の
区
域
内
に
あ
つ
て
は
、
当
該
市
の
長
。
以
下
「
都
道
府

県
知
事
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
知
事
等
」
に
、「
き
か
な
け

れ
ば
」
を
「
聴
か
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
知
事
等
」
に
、「
附
す

る
」
を
「
付
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
知
事
等
」
に
、「
附
し
た
」を「
付

し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
知
事
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、「
あ
た
り
」
を
「
当
た
り
」
に
、「
か
き
、
さ
く
」
を
「
垣
、

柵
」
に
、「
行
な
お
う
」
を
「
行
お
う
」
に
、「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
知
事
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
行
な
お
う
」
を
「
行
お
う
」
に
、「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
知
事
等
」
に
改
め

る
。第

三
十
六
条
の
三
を
削
る
。

第
三
十
六
条
の
四
中
「
地
方
自
治
法
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）」を
加
え
、
同
条
を
第
三
十

六
条
の
三
と
す
る
。

第
三
十
七
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
知

事
等
」
に
、「
行
な
つ
た
」
を
「
行
つ
た
」
に
改
め
る
。

（
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
百
九
条

豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、

第
八
号
を
削
り
、
同
条
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
道
府
県
計
画
に
は
、
豪
雪
地
帯
の
振
興
の
基
本
的
方
針
に
関
す
る
事
項
を

定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
百
十
条

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
次
に
」
を
「
お
お
む
ね
次
に
」
に
、「
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を「
定
め
る
も
の
と
す
る
」

に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
共
同
溝
整
備
計
画
に
定
め
ら
れ
る
べ
き
」
を
「
建
設
し
よ
う
と
す
る
」
に
、「
前
条
第
二
項
各

号
に
掲
げ
る
」
を
「
当
該
共
同
溝
整
備
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
修
正
し
て
共
同
溝

整
備
計
画
を
作
成
し
」
を
「
修
正
し
て
修
正
後
の
事
項
を
」
に
、「
に
つ
い
て
共
同
溝
整
備
計
画
を
作
成
し
」
を
「
を

修
正
し
な
い
旨
を
」
に
改
め
、「
、
当
該
共
同
溝
整
備
計
画
に
定
め
た
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
」を
削
り
、

同
条
第
三
項
中
「
共
同
溝
整
備
計
画
」
の
下
に
「
に
定
め
よ
う
と
す
る
事
項
」
を
加
え
、「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に

改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
の
市
（
」
を
「
の
市
町
村
（
」
に
改
め
、「
第
十
七
条
第
二
項
」
の
下
に「
又
は
第
三
項
」

を
加
え
、「
行
な
う
市
」
を
「
行
う
市
又
は
町
村
」
に
、「
、
市
」
を
「
、
市
町
村
」
に
、「
市
を
除
く
。）町
村
」
を
「
市

町
村
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。

（
近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
十
一
条

近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法

律
第
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
作
成
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
求
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
関
係
府
県
知
事
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
土
交
通
大
臣

に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
三
項
の
規
定
は
、
近
郊
整
備
区
域
建
設
計
画
又
は
都
市
開
発
区
域
建
設
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
き
そ
の
大
綱
」
を
「
次
に
掲
げ
る
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事

項
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

住
宅
用
地
、
工
場
用
地
等
の
宅
地

二

道
路
、
鉄
道
、
軌
道
、
港
湾
等
の
交
通
施
設

三

公
園
、
緑
地
等
の
空
地

四

水
道
、
工
業
用
水
道
、
下
水
道
、
汚
物
処
理
施
設
等
の
供
給
施
設
及
び
処
理
施
設

五

河
川
、
水
路
及
び
海
岸

六

住
宅
等
の
建
築
物

七

学
校
等
の
教
育
文
化
施
設

八

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
主
要
な
施
設

第
四
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
近
郊
整
備
区
域
建
設
計
画
又
は
都
市
開
発
区
域
建
設
計
画
に
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

人
口
の
規
模
及
び
労
働
力
の
需
給
に
関
す
る
事
項

二

産
業
の
業
種
、
規
模
等
に
関
す
る
事
項

三

土
地
の
利
用
に
関
す
る
事
項

（
地
方
住
宅
供
給
公
社
法
の
一
部
改
正
）

第
百
十
二
条

地
方
住
宅
供
給
公
社
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
及
び
第
二
十
七
条
第
二
項
を
削
る
。

第
四
十
三
条
第
二
項
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
七
条
」
に
改
め
、「
、
第
二
十
七
条
第
二
項
」
を
削

り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
七
条
」
に
、「
き
か
な
け
れ
ば
」
を
「
聴
か
な
け
れ
ば
」

に
改
め
る
。

（
古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
百
十
三
条

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
こ
れ
を
表
示
す
る
標
識
を
設
置
し
な
け
れ
ば
」
を
「
お
け
る
標
識
の
設
置
そ
の
他
の
適
切
な

方
法
に
よ
り
、
そ
の
区
域
が
特
別
保
存
地
区
で
あ
る
旨
を
明
示
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

特
別
保
存
地
区
内
の
土
地
の
所
有
者
又
は
占
有
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
前
項
の
標
識
の
設
置
を
拒

み
、
又
は
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。
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